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【県連合報告】第22回定期大会を終えて

党員の皆さんの日々の活動に

心から敬意を表します

先般開催しました「社民党県連合 第22

回定期大会」について、熊本市総支部が機

関紙『総支部からあなたへ』のなかで非常

に熱のこもった報告記事（裏面に全文掲載）

を配信してくださいました。今回は熊本市

以外の党員の皆さんへも共有すべく、この

記事の内容をご紹介しながら、県連合とし

ての今後の決意をお伝えします。

■ 「今、必要なのは、諦めではなく

連帯、分断ではなく協働」

今大会では、今泉代表から「困難な時代

だからこそ、人と人とが支え合い、共に前に

進む力が問われている」との力強い訴えが

ありました。また、これまでの歩みを振り返

り、「魂を取り戻さなければ。これからも諦

めずに、しぶとく続けていこう」という決意

が語られています。

さらに、記事の後半には大会で出された

党員の皆さんからの「生の声（意見や質

疑）」がリアルに紹介されています。

組織や発信への苦言・提言：「党首選後

の」記者会見は地方での頑張りを水泡に帰

す行為」「新報号外は、文字だけでなく写真

も入れ読みたくなる工夫も」「若い人向けに

はSNSが重要」

政策へのこだわり：「県連合は消費税廃止。

全国連合の方針では減税となっている。税

の再配分こそ社会民主主義。廃止には反

対」

党勢拡大へのアイデア：「ミニ集会が大事。

有権者が抱えるいろんな問題を聞いて一緒

に考える。連帯感が生まれる」

■ 「いただいた厳しい意見・

温かい提案を真摯に受け止めて」

こうした、時に厳しくも愛のある「生の

声」こそが、今の私たちに最も必要なエネル

ギーです。地方の現場で汗を流す党員の皆

さんの頑張りを決して無駄にしてはならな

いと、県連合役員一同、身の引き締まる思

いで皆さんの言葉を受け止めています。

広報のあり方、SNSの活用、そして政策

のブレない発信など、いただいたご意見や

アイデアはどれも的を射たものばかりです。

これらを単なる「意見」で終わらせず、今後

の具体的な活動へとしっかり反映させ、強

化していくことをお約束します。

「熊本版 reboot 社民党」を共に実践していきましょう！
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■市民運動への連帯とご協力のお願い
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■ 「熊本版

reboot（再起動）社民党」へ！

今、私たちに求められているのは、現状

維持ではなく「変革」です。

熊本市総支部が発信してくれたこの熱量

を県内全域へと広げ、それぞれの地域に根

ざした活動をアップデートしていきましょう。

党員一人ひとりの思いに寄り添い、共に苦

しみながらも、一歩ずつ前へ。

いただいたご意見を糧に、今こそ「熊本

版 reboot 社民党」を皆さんと共に実践し

てまいります。引き続きのご支援と、それぞ

れの現場での力強い活動をよろしくお願い

いたします！

■市民運動への連帯とご協力のお願い

▲社民党熊本市総支部が発行している「総支部からあなたへ」では
県連合大会が熱く伝えられた

社民党熊本県連合
代表 今泉克己
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